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訪日外国人は「何かわからない商品」は手に取らない、買わない

 これは「商品が魅力的かどうか？」という以前の問題

Paykeの原点

沖縄の定番土産：「ちんすこう」

「ちんすこう」を知らない外国人 「ちんすこう」について説明すると…

「ちんすこう」を知らない人たちは、
手に取ることもなく、買うこともない

このような商品の背景が伝われば、
中国の方が興味を持ってくれた！

 1600年代琉球王朝時代から続く
歴史ある食べ物

 当時の中国(清)と貿易の土産品

 貴族たちに愛された高級菓子

商品の「ストーリー」が伝わ
れば、より多くの外国人の
方が購入する機会が
生まれるのではないか
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商品の販売には、商品の情報や魅力（ストーリー）を伝えることが重要

 しかし、流通過程で情報は削ぎ落ち、店頭で受け取れる情報量は限定的

流通過程における商品情報について

店頭での情報

商品の情報・魅力が伝われば、「購買動機」・「価格への納得感」 が生まれ、

消費意欲が高まる

12,000円

HANA HANA BENI

Alc 8%

消費者が欲しい情報

実は世界初の「ハイビスカスのフラワースパークリング」

あのフェラーリが車の納車時にノベルティとして採用！
フェラガモのクリスマスイベントプレゼントにも採用

世界的なファッション雑誌「VOGUE」でも紹介 !

このハイビスカス、実は、、「沖縄の宮古島」で栽培した、

すごく希少なモノを利用してます！

「はなはな」は沖縄の言葉で「乾杯」の一つ。その意味は

「相手に花を持たせる」 お祝い事にはピッタリですね！

が、なんと12,000円‼

*画像引用：「hana hana beni」 HPより（https://hanahanabeni.jp/）

*

https://hanahanabeni.jp/
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 Paykeは商品パッケージに記載されている「バーコード」を読み取るだけで
商品に関する情報を多言語で伝達する、訪日外国人向けアプリを展開

Paykeサービスについて

Paykeとは

ス
テ
ッ
プ
１

 バーコードをスキャン

ス
テ
ッ
プ
２

 商品の情報を母国語で表示

 製品情報
 効果・効用
 用法
 口コミ / レビュー
 PR/クーポン情報 など

日本語 英語 中国語（繫体字）
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 Paykeの利用者は、商品情報や魅力を理解した上で購入している為、
消費額が大きい傾向にある

Paykeの取組み実績について

Paykeアプリ利用者の消費単価 タブレット端末実績

 Paykeアプリの利用者は、一般の訪日外国人に比

べ、消費額が平均60% 高い傾向にある

 アプリと同機能を搭載したタブレット端末を小売店舗に

設置することで、購入単価が36% 上昇

流通過程で削ぎ落ちてしまう
情報の多言語化が訪日外国人の消費額を引き上げる近道

※出典：Payke,inc。2019/4 Payke内アンケート（N=1,531）
参照：2018年(平成30年)の訪日外国人旅行消費額(確報) (2019年3月29日)」より作成

Payke利用者

※出典：Payke,inc
(「沖縄県ウミカジテラスにおけるNTTDATA社との共同実験」により)



©Payke, Inc.All rights reserved. 5

提言

 これまでの国の多言語化の施策は、看板や観光案内が中心だが、
「商品の多言語化」がなければ消費にはつながらない

 「商品の多言語化」には一定のヒト・カネが必要になるため個社・個店
で進めるには限界がある

 実消費の現場において、「商品の多言語化」を推進するにあたり、地
域の関係者や専門家が一体となって取り組むとともに、国（行政）と
しても重点的に、面的整備を支援していくべき


